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富山湾沿岸域海水よりの石油分解菌の単離とそのキャラクタリゼーション

































培地③ (NH4N03 1・Og,K2HP04 0・02g,Yeast extract O.5g, 自然海水 800ml/1)に加え,
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一方,種の同定は 16S rRNA遺伝子の塩基配列により行った。16S rRNA遺伝子は,真正細
菌の 16S rRNAに共通した配列を持つプライマーを作成し,PCRキット (Amersham Pharmacia
Biotech社)を用いて,分解菌から抽出したDNAとプライマーから16S rRNAの遺伝子を増幅
させた。増幅した遺伝子は,アガロースゲル電気泳動にかけた後,切り出して抽出し,plasmid
pCR2.1とligationさせ,DH5 α に θθ//)に挿入 transformさせた。次に,transformした
菌を増殖させた後,それらから精製して得たplasmid DNAを,DNAシークエンサー(ABI PRISM
377,Perkin―Elmer ABD社)にかけて塩基配列を調べた。その塩基西己列から,既知のバクテ
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表 1 富山湾沿岸域海水より単離された重油分解菌
株 名  採 取場所    種  名 特 徴    重 油分解率
HIM-1 氷見漁港  未 同定
HIM-2 氷見漁港  λ θ〃∂勧り″′s属  梓 菌,運動性あり  7.7-8.6%
IWA  岩瀬漁港  未 同定
UOZ  魚津漁港  //θa/7/"r″属  梓菌,運動性無 し  8.6%
YOK  四方漁港  //θa/7/“′″ 属  梓菌,運動性無し  4.5%
KYO  経田漁港  //θa/7ノ″″ 属  拝菌,運動性無し  7.8%
3θ
97.4kDa
66.2kDa
45kDa
31kDa
21.5kDa
14.4kDa
図 1.3種の単離菌のSDS―PAGE像。
では赤の矢 じり(約104,81,50kDa),
ン ドが見られる。
UOZ  KY0
左からUOZ, KYO, YOK
YOKでは緑の矢 じり
YOK
のSDS―PAGEパターンを示す。KY0
(約150kDa)にそれぞれに特有なバ
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